
 ※ヴィンテージ、価格など記載されている情報は 2025 年 4 月時点のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ヴァンサンの引退後、一度は自社畑のほとんど全てを失ったヴァンサン ジラルダンでしたが、今や

36ha の自社畑を抱えるドメーヌにまで成長しました。自社畑は全てビオディナミ栽培です。また、主に

AOC ブルゴーニュと、グラン クリュのワインに使用する 26ha の契約畑のほとんども自社で耕作して

います。ワイナリーを牽引するのは、2002 年から醸造家を務めるエリック ジェルマンです。 

 

エリックはもともと、「バーガンディア醸造研究所」で勤務しており、ダヴィド デュバンやジョルジュ 

ルーミエなどの著名なドメーヌで、3 年の間に毎年 40 回もの醸造経験を積んでいました。その後、ヴァ

ンサンからスカウトされる形で参加して以来、現在までヴァンサン ジラルダンのワイン造りに多大な

貢献をしてきました。エリックの哲学は゛テロワールを表現した、ピュアでエレガントなワインを造るこ

と”。収穫した葡萄はすべて野生酵母で発酵させています。 

 

エリックの哲学が反映されたワインは、一流のトップ ドメーヌとも遜色のない素

晴らしい評価を獲得しています。『ワイン アドヴォケイト』では、バタール モン

ラッシェ 2017VT がエティエンヌ ソゼと並び、同年の同銘柄で最高得点となる

96 点を獲得。『ベタンヌ+ドゥソーヴ 2019』で 4 星/5 星に昇格し、『ワイン&スピ

リッツ』では 2019 年のトップワイナリー100 に選出されました。さらに、2023 年

には『ラ ルヴュ デュ ヴァン ド フランス』の「ネゴシアン オブ ザ イ

ヤー」に選ばれています。 

 

「クオリティが最も重要だと考えている。すべてのワインが、お客様のテーブルに届

いたときにパーフェクトでなければならない」とエリックは語ります。さらに近年、「今の私たちのアイコンワインは、ヴォルネイ

やボーヌのプルミエ クリュだ」と語る通り、赤ワインの品質向上にも目を見張るものがあります。 

エリック ジェルマン（醸造責任者） 
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